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座長 東 正彦 (京大生態)
細胞応答の分子機構
谷口 推紹 (大阪大学細胞生体工学センター)
3:30-4:10 休 憩 (40分)
4:10-6:10







座長 田崎 秀一 (基礎化学研)
遺伝子はどのように変わるか
式部 啓 (京都大学医学部放射能基礎医学)
11:30-1:00 昼 食 (90分)
1:00-3:00
座長 倉光 正己 (京大工)
生殖現象のパラドックス
舘 鄭 (東京大学農学系研究科応用遺伝学)
3:00-3:30 休 憩 (30分)
3:30-4:40 討 論
座長 島田 -平 (日大理工)
自己組織過程と自己崩壊過程の接点に迫る- 物理 ･工学の視点から-
パネラー 西川 偉- (京大工) ･都甲 潔 (九大工) ･吉川 研一 (名大人情)
4:40-5:00 休 憩 (20分)
5:00-6:30





座長 金子 邦彦 (東大教養)
遺伝形質としての自己破壊
田隅 本生 (京都大学理学部動物学)
11:30-1:00 昼 食 (90分)
1:00-3:00







生 ･個体発生 ･進化といった驚嘆すべき生物的秩序が形成 ･発展するいわゆる"自己組
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